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毎朝の通学が楽しみです！
【表紙】町営バスで通学する宮内の子どもたち
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特   集

公共交通を守るために
－地域公共交通の現状と課題－
　皆さんが最後にバスに乗ったのはいつですか。

　公共交通機関は通勤や通学、通院、買い物など地域の日常的な移動手段として、私たちの生

活に大きな役割を果たしています。しかし、バスの利用者は、自家用車の普及や過疎化の進行

などにより年々減少が続いています。今は公共交通を必要としない人でも、将来車を運転しな

くなったときや、家族の通勤や通学のことを考えると、公共交通機関は生活に不可欠な移動手

段です。地域公共交通について、一緒に考えてみませんか。
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❖特集　公共交通を守るために

■
甲
佐
町
の
公
共
交
通
機
関
の
現
状

　
甲
佐
町
で
は
、
路
線
バ
ス
（
熊
本
バ
ス
、

麻
生
交
通
）、タ
ク
シ
ー
（
第
一
タ
ク
シ
ー
、

麻
生
交
通
）
町
営
バ
ス
（
甲
佐
町
）
の
３

つ
の
公
共
交
通
機
関
が
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
バ
ス
事
業
は
近
年
、
利
用
者
の
減
少
に

加
え
、
運
転
手
の
な
り
て
不
足
や
燃
料
価

格
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
経
営
は
年
々
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
利
用

者
が
減
少
し
続
け
る
と
将
来
に
わ
た
っ
て

現
行
ど
お
り
の
運
行
を
続
け
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
車
社

会
の
浸
透
が
招
く
、
バ
ス
利
用
者
の
減
少

は
、
下
図
の
よ
う
に
悪
循
環
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

■
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
に

　
路
線
バ
ス
に
は
、
補
助
金
が
な
く
て
は

運
行
で
き
な
い
路
線
が
多
数
あ
り
、
甲
佐

町
は
年
間
約
２
千
５
０
０
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
を
運
転
で
き

な
い
人
も
含
め
、
す
べ
て
の
人
が
自
由
に

移
動
で
き
、
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

１２

３４５

１、２_（株）熊本バスの運転手　３_甲佐町営バスの「役場前」バス停　４、５_（株）麻生交通甲佐営業所

年度 補助金額（千円）

Ｈ27 １３，３９０

Ｈ28 １９，８３２

Ｈ29 １９，６３１

Ｈ30※ ９，７３５

Ｒ１※ ７，９１９

Ｒ２※ ９，４４５

Ｒ３ ２７，０５６

Ｒ４ ２５，２７２

町内路線バスへの補助金

※ H30～ R ２は熊本地震の緩
　和措置で負担額軽減

町営バスの年間利用者数

悪循環

令和３年
4,820 人

バスを利用することで
あなたの地域のバスを
守ることができます！

20年間で
約７割減少

町営バスの年間利用者数町営バスの年間利用者数

平成13年
15,880 人

バス利用者の減少

バス事業者の
経営悪化

運行本数の
減少
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■
甲
佐
小
学
校
で
乗
り
方
教
室
を
開
催

　
令
和
４
年
12
月
12
日
（
月
）
甲
佐
小
学
校
で
バ
ス
の

乗
り
方
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
（
株
）
熊
本
バ
ス
（
河
内
信
明
社
長
）

が
子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
を
身
近
な
交
通
機
関
と
し
て
認

識
し
て
も
ら
い
、
将
来
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
促

進
を
目
的
に
実
施
。
甲
佐
小
学
校
４
年
生
の
26
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
時
刻
表
や
乗
車
の
注
意
事
項
の
説
明

を
受
け
た
後
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
て
乗
降
体
験
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
乗
車
し
、
町
内
を
回
り
な

が
ら
、
バ
ス
の
中
で
や
っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を

ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
児
童
た

ち
が
同
社
の
職
員
に
質
問
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
し
な
く
て
も
大
丈
夫
な
ん
で
す

か
」
や
「
最
大
何
人
乗
れ
ま
す
か
」
な
ど
、
多
く
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

■
路
線
バ
ス
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

　
地
域
の
路
線
バ
ス
（
公
共
交
通
）
は
、
「
乗
ら
な

け
れ
ば
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
、

「
す
べ
て
の
人
が
自
由
に
移
動
で
き
、
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
み
ん
な
で
考
え
、
少
し
で
も
路
線
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
必
要
な
も
の
と
し
て
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
３
つ
の

「
や
さ
し
い
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
移
動
に
や
さ
し
い

　
近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
路

線
バ
ス
は
安
全
に
、
安
価
で
安
心
し

て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
故
を

少
な
く
し
ま
す
。

②
身
体
に
や
さ
し
い

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
歩

く
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
消
費
す
る

カ
ロ
リ
ー
も
増
加
し
、
健
康
維
持
に

貢
献
し
ま
す
。

③
環
境
に
や
さ
し
い

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
は
、
１
人
を
１
㌔

㍍
運
ぶ
の
に
、
バ
ス
は
自
動
車
の
３

分
の
１
と
い
わ
れ
、
み
ん
な
が
バ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
交
通
渋
滞
の
緩

和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通
を
将
来
に
残
す
た
め
に

　
地
域
の
足
「
公
共
交
通
」
を
将
来
に
残
す
た
め
に

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
交
通
事
業
者
や
町
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　
生
活
に
必
要
な
地
域
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５
（
内
線
２
５
３
）

子
ど
も
た
ち
や
将
来
の
自
分
の
た
め
に

甲佐町企画課

古閑 敦 課長

私たちが運行しています！

▲ IC カードを用いて乗降体験を行う児童▲車椅子の乗り入れを体験

麻生交通

松本 信治 さん

麻生交通

松永 清治 さん

町営バスのドライバーとして毎日の運行

を担っています。地域に密着した町営バスだ

からこそ、利用者の皆さんへの声掛けなどを

通して、顔の見える関係を目指しています。
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　現在、甲佐小学校に通う宮内地区に住む児童７人

が通学で町営バスを利用しています。宮内小学校が

閉校して以来、宮内地区に住む児童の通学の手段と

して利用されています。

　通学で利用する児童は町営バスを無料で利用でき、

町営バスの時刻の行きと帰りの時間は、学校が始ま

る時間と終わる時間に合わせてあります。バスを利

用しないで歩いて通うと、１時間弱かかる児童もお

り、通学の足として欠かせない存在となっています。

　町営バスはフリー乗降制になっており、走行ルー

ト内であればバス停でなくても乗り降りができます。

そのため児童たちは自宅からバス停まで行く必要が

なく、負担も軽減されています。

　生活に欠かせない移動手段（利用者の声）
　病院の通院や職場の通勤のため、約10年前から町

営バスを週６日で利用しています。それまでの主な

移動手段は自転車でした。歳を重ねるとともに自転

車での長距離移動が困難になり、町営バスが家の近

くを通っていたため利用し始めました。

　町営バスは、運賃が

一律200円で、身体障

害者手帳や小学生以下

は100円と安い値段で

乗れるのでありがたく

思っています。

　私にとって、今では

生活に欠かせない移動

手段です。これからも

町営バスの利用を続け

ていきたいです。

❖特集　公共交通を守るために

お出かけの足として
　甲佐町役場から宮内方面（六谷坂谷線）と竜野方

面（稲生野甲佐線）で運行している町営バスは、免

許返納者などが利用し、病院や買い物などの普段の

お出かけの一助になっています。

通学の足として

　バスに初めて乗りました。今までは、バ

スの乗り方が分からなくて、バスの利用を

避けてきました。今回、バスの乗車体験で

運転手さんに詳しく教えてもらい、１人で

バスに乗れる自信がついたので大好きな野

球の試合を見に行きたいです。

バ ス を 使 っ て

野球を見に行きたい

甲佐小学校４年

國宇 稀心 さん

（大町区）

▲坂田道春さん（堂ノ原区）▲登下校に町営バスを利用する上揚区の子どもたち

町営バスを利用する皆さん

▲車椅子の乗り入れを体験

　バスに乗ったのは初めてですが、大勢の

乗客の命を預かる運転手さんの姿がかっこ

よかったです。自分もそんな責任感のある

運転手になりたいと思いました。今後はバ

スで移動する機会を増やしてバスのことを

たくさん知っていきたいです。

将来はバスの運転手

に な り た い

甲佐小学校４年

早川 夏弥 さん

（岩下一区）
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in

3月12日
令和5年

10：00～16：00
熊本甲佐総合運動公園
「緑川リバーサイドパーク」

日

ⓒ2022 石森プロ・テレビ朝日・ADK EM・東映

観覧無料
仮面ライダー
ギーツショー

1回目11：00～
2回目14：00～
メインステージ

時間

場所
ⓒ2022 石森プロ・テレビ朝日・ADK EM・東映

10:20 オープニングステージ
10:30 甲佐中学校吹奏楽部演奏
11:00 仮面ライダーギーツショー（１回目）
12:00 ＭＩＣＡミニコンサート
１３：００ グラウンド･ゴルフ大会表彰式
13：20 甲佐高校ステージショー
１４：００ 仮面ライダーギーツショー（２回目）
１５：００ いちごくらぶミニコンサート
１５：３０ お楽しみ抽選会
16:00 ステージイベント終了

MICA

前売り
フリーパス
300円
事前のＷＥＢ決済
で１００円お得

当日フリーパス
４００円
会場での電子決済
（　　　　　　）各種クレジット・電子マネー・

交通系カード決済

セグウェイ・
エアボール体験
5００円

参加可能な人数に限りがあり
ますので当日、現地での
決済となります

子どもから大人まで、どんどんチャレンジしよう！

ストラックアウト ボルダリング

キックボード セグウェイ エアボール

（　　　　　　）（　　　　　　）交通系カード決済（　　　　　　）

パーフェクト
サッカーゴール

約20店舗の

グルメや雑
貨が

　　大集合！10：30～16：00

豪華な賞品が当たる！

10：00～14：00

デモンストレーションと
野球教室
デモンストレーションと
野球教室
デモンストレーションと
野球教室
デモンストレーションとデモンストレーションとデモンストレーションと
野球教室
デモンストレーションとデモンストレーションとデモンストレーションとデモンストレーションとデモンストレーションとデモンストレーションと
野球教室野球教室野球教室野球教室
デモンストレーションと
野球教室
大福ロジスティクス大福ロジスティクス

10：00～16：00

サッカー教室サッカーサッカーサッカーサッカー教室教室教室サッカー教室 テニス教室
　（軟式・硬式）
テニステニステニステニス教室教室教室
　（軟式・硬式）　（軟式・硬式）　（軟式・硬式）　（軟式・硬式）　（軟式・硬式）　（軟式・硬式）　（軟式・硬式）
テニス教室
　（軟式・硬式）年齢、経験に合わせたサッカー教室

ルネサンスフットボールクラブルネサンスフットボールクラブ
大人から子どもまでたくさんの
参加をお待ちしています！
大人から子どもまでたくさんの
参加をお待ちしています！

チャレンジ
ゲームも実

施！チャレンジ
ゲームも実

施！

テニスコートにて

10：00～16：00

お申し込みは
こちらから！

主催 / 甲佐町観光協会 （お問合せ ☎096-234-1154）
後援 / 甲佐町　甲佐町教育委員会　 甲佐町商工会　
　　　国土交通省熊本河川国道事務所
　　　I・YOUスポーツクラブ＆カルチャークラブ　熊本日日新聞社
協力 / 甲佐町ソフトテニス協会　熊本県立甲佐高等学校
　　 　大福ロジスティクス株式会社　一般社団法人熊本ルネサンス グラウンド・ゴルフ大会

こうさんもんクイズウォーク
甲佐町内を巡りながらクイズにチャレンジ！

参加資格は中学生以上！ 参加賞・入賞賞品あり！

参加者
募集！！
詳しくは裏面を
ご覧ください

同
時
開
催

スポーツ体
験や

グルメゾー
ンで

お買い物し
た方

クイズウォ
ーク参加者

を対象にし
た

お楽しみ抽
選会

を実施！

４年ぶりに開催！

緑川スポーツフェスタ in こうさ2023
　スポーツと自然を楽しむ春の祭典「緑川スポーツフェスタ」を４年ぶりに開催し
ます。さまざまなスポーツ体験やステージイベントが盛りだくさん！甲佐のグルメ
が集まったマルシェや豪華景品が当たる抽選会も行います。ぜひご参加ください。

●お問い合わせ先 　甲佐町観光協会（町地域振興課内） TEL0₉₆︲₂₃₄︲₁₁₅₄

◀
詳
細
は
こ
ち
ら
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■
深
刻
な
鳥
獣
被
害

　
令
和
３
年
度
の
熊
本
県
の
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
約

５
億
４
千
万
円
で
す
。
そ
の
中
で

も
、
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
に
よ
る
被

害
額
は
約
５
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
鳥

獣
被
害
は
、
甲
佐
町
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
鳥
獣
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
１
月
23
日
（
月
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
甲
佐
町
認

定
農
業
者
同
志
会
主
催
の
鳥
獣
害

対
策
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
農
家
な
ど
の
40
人
が
参
加
し
、

鳥
獣
害
対
策
を
学
び
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
近
畿
中
国

四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
鳥
獣

害
研
究
チ
ー
ム
長
の
経
験
も
あ
る

鳥
獣
害
対
策
専
門
家
の
井
上
雅
央

さ
ん
が
「
し
っ
て
か
ら
や
れ
！
獣

害
対
策
！
」
と
い
う
演
題
で
講
演
。

個
人
で
の
被
害
防
除
に
は
限
界
が

あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
電
気
柵
を

設
置
す
る
な
ど
、
地
域
で
対
策
を

講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
井
上
さ
ん
は
セ
ミ
ナ
ー

で
、
横
田
区
や
安
平
区
の
現
地
視

察
も
行
い
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
か

ら
田
畑
を
守
る
電
気
柵
の
正
し
い

設
置
方
法
や
鳥
獣
の
潜
み
や
す
い

場
所
を
地
元
住
民
と
一
緒
に
確
認

し
ま
し
た
。

■
町
が
実
施
す
る
支
援

　
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
被
害

を
防
止
す
る
た
め
に
、
電
気
柵
や

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
に
か

か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事

業
や
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要

な
第
一
種
猟
銃
免
許
、
わ
な
猟
免

許
の
取
得
に
か
か
る
経
費
の
補
助

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
甲
佐
町
有
害
鳥
獣
駆
除

隊
を
中
心
に
有
害
鳥
獣
の
駆
除
活

動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

（
令
和
５
年
２
月
13
日
現
在
）
は
、

イ
ノ
シ
シ
２
９
０
頭
、
シ
カ
80
頭
、

カ
ラ
ス
16
羽
、
サ
ル
１
頭
の
駆
除

を
行
い
ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　（
内
線
１
５
６
）

鳥獣被害から町を守るために

鳥獣害対策セミナーを開催

▼

鳥
獣
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
を
す
る
井
上
雅
央
さ
ん

ト ピ ッ ク ス
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１
月
27
日(

金)

に
国
土
交
通
省

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
で
、
第
３
回

「
緑
川
竜
野
川
内
水
対
策
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
緑
川
の
竜
野
川
合
流

点
付
近
に
所
在
す
る
河
川
の
管
理
者

で
あ
る
国
土
交
通
省
、
熊
本
県
、
甲

佐
町
が
合
同
で
、
豪
雨
時
の
被
害
状

況
共
有
と
浸
水
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
令
和
２
年
３
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た

豪
雨
被
害
の
状
況
や
、
流
域
治
水
な

ど
の
対
策
に
つ
い
て
報
告
が
実
施
さ

れ
、
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
た
対
策

案
の
検
討
と
、
そ
の
実
施
に
係
る
関

係
機
関
の
協
議
・
調
整
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　１月27日（金）本町を貫流する一級河川・

緑川の管理を行う国土交通省熊本河川国道事

務所に対して、堤防の整備など河川整備促進

について要望活動を行いました。

　奥名克美町長は「気候変動に伴い激甚化す

る水災害に対し、緑川の整備は重要な事案で

す。地域の皆様の安全・安心な暮らしを守る

ために、ぜひ整備の促進をお願いします」と

述べ、船津地区防災ステーションや堤防の整

備、河川堀削などの要望書を三保木悦幸事務

所長に手渡しました。

地元住民が公園整備

「龍神の池公園」

国・県・町合同で流域治水を推進

第３回「緑川竜野川内水対策会議」を開催

緑川の河川整備を要望

国土交通省に町から要望書を提出

▼「龍神の池公園」の整備に携わった中横田区の皆さん

▲奥名町長（左）が三保木事務所長に要望書を提出

▼

内
水
対
策
に
つ
い
て
関
係
機
関
で
協
議

　

中
横
田
集
会
所
近
く
に
あ
る
手

作
り
の
公
園
「
龍
神
の
池
公
園
」

に
東
屋
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

「
龍
神
の
池
公
園
」
は
、
湧
水

地
を
中
心
に
地
元
の
木
材
で
作
っ

た
イ
ス
や
東
屋
、
桜
や
紅
葉
の
木

に
囲
ま
れ
た
公
園
。
中
横
田
区
に

住
む
、
内
田
道
明
さ
ん
と
宮
澄
安

一
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
地
域

を
潤
し
て
き
た
湧
水
地
を
守
り
た

い
と
の
想
い
で
、
こ
の
土
地
の
地

権
者
３
人
の
協
力
を
得
て
、
約
９

年
が
か
り
で
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
た
土

地
の
、
竹
や
ぶ
や
雑
草
の
除
去
作

業
か
ら
開
始
し
、
当
初
２
人
で
始

ま
っ
た
作
業
も
、
今

で
は
中
横
田
区
民
の

有
志
も
協
力
。
定
期

的
に
落
ち
葉
の
掃
除

や
花
壇
の
整
備
な
ど

美
化
作
業
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど

子
ど
も
た
ち
向
け
の

遊
具
の
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

内
田
さ
ん
は
「
皆

さ
ん
と
楽
し
く
作
業

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。
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　２月12日（日）第49回郡市対抗熊日駅伝大会

が開催されました。

　熊本陸上競技協会と熊本日日新聞社が主催する

同大会は、県内の19郡市が出場。公道での開催

は３年ぶりとなりました。

　選手たちは天草市役所前を午前９時にスタート

し、熊本市中央区のびぷれす熊日会館前の14区

間１０３・3㌔でたすきをつなぎました。上益城

郡は５時間32分46秒の４位で入賞。優勝した熊

本市は５時間24分25秒のタイムで８連覇を達成

しました。

　本町からは、後藤悠月選手（甲佐中１年・船津

区）が１区（３. ２㌔）、薮田舷希選手（甲佐中２

年・芝原区）が５区（３. ６㌔）を出走。大会を

終え、後藤選手は「来年は、今回よりも良い順位

でタスキをつなぎたいです」と話しました。薮田

選手は「来年は、区間賞を目指します」と話しま

した。また、控えに回った吉田与絆選手（甲佐中

２年・大町区）と大塚昊生選手（甲佐中１年・北

原区）は、選手たちのサポートを務めました。

　１月25日（水）強い冬型の気圧配置の影

響で甲佐町は厳しい冷え込みとなりました。

気象庁によると、この日の甲佐町の最低気温

は氷点下９. ０度で、本町の観測史上最低気

温となりました。

　積雪や路面凍結の影響で交通の混乱も見ら

れ、町内の小中学校では、登校時間を遅らせ

る対応を実施。町内各地で、雪だるまを作っ

たり雪合戦をしたりして、数年ぶりの雪遊び

を楽しむ子どもたちの元気な姿が見られまし

た。

甲佐町で氷点下９. ０度

観測史上最低気温を記録

▲雪が積もった町役場庁舎

甲佐中の選手たちが出場

第49回郡市対抗熊日駅伝

▲第49回郡市対抗熊日駅伝の上益城郡選手団結団式に参加した（左か
　ら）大塚選手、後藤選手、薮田選手、吉田選手

　

２
月
９
日
（
木
）
龍
野
小
学
校
で
、

「
人
権
の
花
運
動
」
終
了
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
協
力

し
て
花
を
育
て
る
こ
と
で
生
命
の
尊

さ
を
学
び
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の

心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
町
教
育

委
員
会
が
人
権
擁
護
委
員
と
協
力
し

て
実
施
。

　

児
童
が
昨
年
５
月
に
種
を
受
け

取
っ
て
、
大
切
に
育
て
た
花
か
ら
採

れ
た
種
を
、
人
権
擁
護
委
員
の
沼
田

峰
子
さ
ん
（
北
原
区
）
に
贈
呈
。
蔵

田
勇
治
教
育
長
か
ら
児
童
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
の
種
は
来
年
度
、
甲
佐
小
学
校

へ
届
け
ら
れ
、
大
切
に
育
て
ら
れ
ま

す
。 

いのちの種を次の学校へ　

龍野小学校で「人権の花運動」終了式

▼

育
て
た
花
か
ら
採
れ
た
種
を
沼
田
さ
ん
に
手
渡
す
児
童
た
ち
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Information

公
売

町税務課　TEL096－23４－１１１2（ 内線１１3）

■
期
間
公
売
の
お
知
ら
せ

　
町
税
な
ど
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し

押
さ
え
た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▼
入
札
期
間

　
３
月
12
日
（
日
）
・
15
日
（
水
）
〜

17
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
入
札
場
所

　
町
税
務
課
窓
口

▼
落
札
者
の
決
定
方
法

　
売
却
区
分
番
号
ご
と
に
、
最
高
額
で

入
札
し
た
人
を
落
札
者
と
し
ま
す
。

※
最
低
見
積
価
格
以
上
の
入
札
に
限
る
。

■
公
売
財
産

▼
売
却
区
分
番
号
①

・
物
品
名
　
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
（
ヤ
ン
マ
ー
）

・
型
式
　
Ｖ
i 

o 

30
‐
３

・
バ
ケ
ッ
ト
容
量
　
０
・
１
０
立
方
㍍

・
最
大
積
載
質
量
　
３
１
０
㌔
㌘

・
製
造
年
月
　
平
成
17
年
11
月

・
最
低
見
積
価
格
　
70
万
円

・
公
売
保
証
金
７
万
円
を
入
札
前
に
納

　
付
し
て
く
だ
さ
い

・
特
定
自
主
検
査
切
れ

▼
売
却
区
分
番
号
②

・
物
品
名
　
普
通
自
動
車
（
ホ
ン
ダ
）

・
初
度
登
録
　
平
成
25
年
６
月

・
型
式
　
Ｄ
Ｂ
Ａ
‐
Ｇ
Ｅ
６

・
総
排
気
量
　
１
・
３
３
㍑

・
走
行
距
離
　
２
１
８
・
２
９
５
㌔
㍍

・
色
　
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ル

・
最
低
見
積
価
格
　
５
万
５
千
円

・
公
売
保
証
金
不
要

・
車
検
切
れ
（
令
和
４
年
12
月
１
日
）

●
下
見
会
の
ご
案
内

・
日
時
　
３
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時

　
〜
午
後
５
時

・
場
所
　
甲
佐
町
役
場
南
側
駐
車
場

※
町
は
公
売
財
産
に
対
し
て
瑕
疵
担
保

　
責
任
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。

※
現
況
有
姿
で
引
き
渡
し
ま
す
。

税

町税務課　TEL096－23４－１１１2（ 内線１１3）

■ 

令
和
５
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
の
納
付
方
法
が
拡
充

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
お

よ
び
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付

書
に
e
Ｌ
番
号
や
e
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
を
印
字

し
て
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
ま
す
。

こ
の
e
Ｌ
番
号
や
e
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
を
利
用

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ご
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
電
子
納
税
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

▼
納
付
方
法

・
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
納
付
…
納
付
書

　
に
印
字
さ
れ
た
e
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
を
、
ア

　
プ
リ
で
読
み
取
っ
て
決
済
し
ま
す
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
…
地
方
税

　
共
同
機
構
が
提
供
す
る
「
地
方
税
お

　
支
払
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画

　
面
に
従
っ
て
操
作
し
ま
す
。

・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
…
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を

　
利
用
し
て
事
前
登
録
し
た
口
座
か
ら

　
決
済
し
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど

　
に
よ
る
納
付
…
金
融
機
関
が
運
営
す

　
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

　
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
付
し
ま
す
。

・
地
方
税
統
一
e
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
対
応
金
融

　
機
関
窓
口
（
ほ
ぼ
全
国
の
金
融
機
関
）

　
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
「
地
方
税
お

　
支
払
サ
イ
ト
（
利
用

　
者
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
）
」
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

※
納
付
に
係
る
通
信
費
や
一
部
の
ス
マ

　
ホ
決
済
ア
プ
リ
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ

　
ト
カ
ー
ド
納
付
の
手
数
料
は
利
用

　
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
領

　
収
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
車
検
用
納
税
証
明
書
の
提
示
に
つ
い

　
て
は
、
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
４
期

割
の
納
期
限
を
変
更
し
ま
す

　
今
回
の
納
付
方
法
拡
充
に
伴
う
一
部

金
融
機
関
の
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
に
よ

り
、
令
和
５
年
度
に
限
り
固
定
資
産
税

４
期
割
の
第
１
期
の
納
期
限
を
５
月
31

（
水
）
日
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
の
変
更
に
伴
い
、
納
税
通
知
書
は

４
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

固定資産税などの納付
方法が拡充します

詳 し く は 町 税 務 課 ま で お 尋 ね く だ さ い

▲ 売 却 区 分 番 号 ② 普 通 自 動 車

▲ 売 却 区 分 番 号 ① 油 圧 シ ョ ベ ル

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　
を
チ
ェ
ッ
ク
！
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町からのお知らせ　【３月】

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－23４－１１１3（内線103）

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
へ
の

　

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生

の
人
も
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
勤
務
先
を
退
職
し
た
と
き

は
、
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
退
職
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
や
収
入
が
増

加
し
た
こ
と
で
扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶

者
も
、
国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
１
万
６
５
２
０
円
（
月
額
）
で
す
。

前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
割
引
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、

納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
で
す
。
期
限

ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
老
後
や

万
一
の
け
が
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
難
し
い
場
合
は

学
生
納
付
特
例
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
承
認
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月
で

す
。
申
請
は
２
年
１
カ
月
前
の
納
付
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
に
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
が
必
要
で
す
。
特
例
を
受
け
た
期

間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
給
付
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
納
付
期
限
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
未
納
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

で
き
る
追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
将
来

受
け
取
る
年
金
額
は
支
払
っ
た
保
険
料

に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
未
納
が
あ

る
人
は
追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－23４－１１１3（ 内線１08）

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
に

　

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
員
に
国
民

健
康
保
険
の
資
格
異
動
（
転
入
、
転
出
、

社
会
保
険
へ
の
加
入
ま
た
は
脱
退
な

ど
）
が
あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に
必

ず
町
へ
届
け
出
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
給

付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
入
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
３
〜
４
月
は
、
就
職

や
退
職
な
ど
で
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届
け
出
を
し

　
た
日
の
月
か
ら
で
は
な
く
、
国
民
健

　
康
保
険
に
加
入
し
た
日
（
転
入
日
や

　
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
日
な
ど
）
の

　
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
必
要
が

　
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
（
月
）
で
す

（
短
期
証
を
除
き
ま
す
）。

　
令
和
５
年
度
の
新
し
い
被
保
険
者
証

は
、
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
世
帯
主

あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
に
て
送
付
し
ま

す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　

の
発
行
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

を
対
象
に
、
町
と
協
定
を
締
結
し
た
施

術
業
者
で
は
り
治
療
な
ど
を
受
け
る
場

合
、
１
回
の
治
療
に
対
し
て
１
０
０
０

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
治
療
券
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
「
あ
ん
ま
・
は
り
・

き
ゅ
う
治
療
券
」
の
使
用
期
限
は
、
３

月
31
日
（
金
）
で
す
。
令
和
５
年
度
の

治
療
券
は
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
発
行

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

治
療
券
が
必
要
な
人
は
、
町
住
民
生
活

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国民健康保険の資格異動
は届け出が必要です

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 ま で お 尋 ね く だ さ い

学生は保険料納付の
猶予が受けられます

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 ま で お 尋 ね く だ さ い
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Library
町生涯学習センター図書室からの３月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

日本からの密偵に帯同し、通訳

として満州に渡った細川。ロシ

アの鉄道網拡大のために派遣さ

れた神父クラスニコフ…。日露

戦争前夜から第２次大戦までの

半世紀、満州の地で知略と殺戮

を繰り広げ、都市を築こうとす

る男たちの圧巻の群像劇。日本

SF 界の新星が放つ歴史×空想巨

編。第13回山田風太郎賞受賞・

第168回直木賞受賞作品です。

集英社

小説

第168回直木賞受賞作品
小川 哲著 /『地図と拳』

春の訪れに心浮き立つ絵本
原 京子作 はたこうしろう絵 /『はるにあえたよ』

日本全国ときどき海外のおひるごはん
おひるごはん研究会編集 /『平日おひるごはん』

一口に「おひるごはん」と言っ

ても、環境やライフスタイル、

年齢によって、食す時間、場所、

メニューは人それぞれ。生後６

カ月から90代まで総勢92人の、

平日のリアルなおひるごはんを

紹介しています。「おひるごは

ん」に関するおもしろいデータ

も満載。さまざまな人々の日常

にある、さまざまな人生の物語。

おすすめの１冊です。

Clover 出版

教養娯楽

2015年に世界遺産に登録され

た、「明治日本の産業革命遺産」。

８エリア23資産の歴史や見ど

ころ、世界遺産としての価値、

歴史教育や生涯学習の取り組み

をやさしく解説。資産の見学時

間・休館日などをまとめた基本

情報も掲載してあり、これから

訪れる人の事前学習や、現地を

歩くためのガイドにもなるおす

すめの１冊です。

勉誠出版

一般書

日本と世界をつなぐ世界遺産
岩下 哲典・藤村 泰夫編 /『明治日本の産業革命遺産』

マークとマータはふたごの子ぐ

ま。まだ外に出たことがありま

せん。初めての春にわくわく。

ふたりは待ちきれなくなって、

春を探しに出かけますが…。モ

ノクロから始まり、つぎつぎと

春の色に満たされていくすてき

な絵に引き込まれます。子ども

たちだけでなく、すべての世代

の人に読んでいただきたい、春

の訪れに心浮き立つ絵本です。

ポプラ社

がおすすめする本は、一

穂ミチさんの「光のとこ

にいてね」です。

　「光のとこにいてね」という

この言葉は、住む世界が違う幼

い女の子「果遠」（かのん）が

もう１人の女の子「結珠」（ゆ

ず）に言った言葉です。古びた

団地の片隅で出会ったその日か

ら、果遠は残酷な現実も平気だ

と思えるようになりました。

　母子家庭

で団地暮ら

しの果遠と

裕福な家庭

の 結 珠、 不

思議な縁で

出会った２

人の少女は、

小 学 生、 高

校生、大人になってからと、３

回の出会いと別れを繰り返し、

お互いを忘れられない運命をた

どります。

　「光のとこにいてね」、もし私

がこの言葉を伝えるとしたら、

誰だろうと考えました。たぶん

息子、孫、兄弟でしょう。「あ

なたは陽があたる幸せな場所に

居てね。離れていても、私が見

つけることができるように、明

るいとこにいてね」という思い

を込めて。

　果遠にもそんな思いがあった

のでしょうか…。人がひとを想

う感動の１冊です。

児童書

私 R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
 『光のとこにいてね』（一穂 ミチ著 ）

宮本 明美さん

〔中早川区〕

今月の案内人

７歳の時に運命の出会いを果たした２
人は、運命に導かれ、引き裂かれるよ
うに出会いと別れを繰り返す。四半世
紀にわたる２人の物語を描いた感動作。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　の会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に「０歳児からのおは

なしの会」を行っています。

絵本の読み聞かせや、手袋

人形、手遊びうたなど楽し

い内容です。子育て中の保

護者のみなさん、おじい

ちゃん、おばあちゃんも子

どもたちとお気軽にご参加

ください。

●開催日時

　３月９日（木）

　午前10時30分〜
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■令和４年度第２回人権教育
　 行 政 担 当 研 修 会 を 開 催

　1月27日 ( 金 )、熊本市植木公民

館で「令和４年度第２回人権教育行

政担当者研修会」が開催されました。

　同研修会は、人権問題に対する理

解と認識を深め、人権尊重の精神の

涵養を図るとともに、人権教育担当

者の指導力の向上を図り、地域の実

情に即した人権教育の推進に資する

ことを目的として県教育委員会が毎

年開催。県内市町村の人権教育担当

者や社会教育指導員などが参加し、

講演会と班別協議が行われました。

　講演会では、NPO 法人とら太の

会理事長の山下順子さんが「地域の

中で、ともに生きる」と題し講演。

とら太の会は、「ふれあい・認め・

学び・支え・つながる」を基本理念

に、違いを認め合いながら共に学び

あい、地域の中で共に育ち合うこと

を目標に、放課後児童クラブなどさ

まざまな事業を行う団体。山下さん

は、発足から現在までの活動や地域

共生を目指す中でぶつかった壁など

を説明し「すべての人が違って当た

り前と認め合える社会になることを

目指していきたい」と話しました。

　班別協議では、「今年度の各地域

での人権啓発の取組」と「地域住民

の人権問題に対する興味・関心を高

める、人権啓発の工夫」について意

見交換を実施しました。

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
11
月
11
日
（
金
）
龍
野
福
祉

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
出
前
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
谷
田
病
院
の
村
上
裕
一
理
学

療
法
士
を
講
師
に
迎
え
、
地
域

住
民
16
人
が
介
護
予
防
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
早
め
の
介
護

予
防
が
日
常
生
活
を
支
障
な
く

過
ご
す
こ
と
に
効
果
的
で
あ
る

と
説
明
。
そ
の
後
、
参
加
者
は

座
っ
た
ま
ま
で
も
簡
単
に
で
き

る
介
護
予
防
の
運
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
「
運
動
す
る

こ
と
は
、
今
あ
る
機
能
を
維
持

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
予
防

や
ケ
ガ
に
よ
る
骨
折
や
転
倒
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
た
無
理

の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
介
護
予
防

運
動
を
習
慣
化
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
（
木
）
ゆ
う
ぐ
れ

ハ
ウ
ス
で
「
子
ど
も
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
社
会
教
育
課
の
西
口
生
秀

社
会
教
育
指
導
員
が
講
師
と
な

り
、
学
童
保
育
「
ゆ
う
ぐ
れ
ハ

ウ
ス
」
の
小
学
生
16
人
が
参
加
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
マ
シ
ン
を

作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
貰
い
な
が
ら
紙
皿
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
コ
ッ
プ
、
ゴ
ム
風

船
な
ど
を
使
っ
て
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
マ
シ
ン
を
作
製
後
、
相

手
が
打
ち
上
げ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉

を
マ
シ
ン
で
キ
ャ
ッ
チ
し
て
遊

び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
製

作
は
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
家

で
も
遊
び
た
い
で
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

町
公
民
館
出
前
講
座

「
子
ど
も
講
座
」
を
開
催

町
公
民
館
主
催
講
座

▲自分で作ったキャッチボール

マシンで遊ぶ児童たち

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲村上理学療法士の指導の下、

介護予防の運動を行う参加者

▲

町公民館からのお知らせ

町 民 大 学 閉 講 式

●開催日時

　３月24日（金）

　午前10時　開会

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●講演

・講師

　岸信子さん

・演題　

　「七男三女の子育て日記」

　町内公民館関係者および多くの

町民の皆さんのご参加をお待ちし

ています。

◀
人
権
問
題
に
つ
い
て
講

　

演
す
る
山
下
さ
ん
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❖
皆
さ
ん
は
老
後
を
ど
の
よ
う

　

に
過
ご
し
た
い
で
す
か

　
皆
さ
ん
が
１
年
後
の
生
活
で
目
標
に

し
て
い
る
こ
と
、
続
け
て
い
た
い
こ
と

は
何
で
す
か
。

　
多
く
の
人
は
、
住
み
慣
れ
た
所
で
好

き
な
こ
と
を
し
て
元
気
に
過
ご
し
て
い

た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
老
後
、
望
ん
で
い
る
よ
う
な
生

活
を
す
る
た
め
に
は
、
元
気
な
う
ち
に

健
康
や
介
護
予
防
に
少
し
で
も
関
心
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

❖
要
介
護
認
定
の
主
な
要
因

　
令
和
元
年
度
の
認
定
調
査
資
料
に
よ

る
と
甲
佐
町
に
お
け
る
要
介
護
認
定
の

主
な
要
因
の
１
位
（
24
㌫
）
は
「
高
齢

に
よ
る
衰
弱
」
で
す
。
２
位
（
23
㌫
）

は
「
腰
痛
・
関
節
痛
・
骨
折
」
が
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
膝
や
腰
に
大

き
く
負
荷
が
か
か
る
農
作
業
を
さ
れ
て

い
る
人
が
多
い
町
の
特
徴
が
背
景
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
位
（
21
㌫
）
は

「
認
知
症
」
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

認
知
症
予
防
も
介
護
予
防
に
不
可
欠
と

言
え
ま
す
。

❖
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に

　
効
果
的
に
介
護
予
防
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
ま
ず
「
フ
レ
イ
ル
（
要
介
護

に
至
る
前
の
段
階
）」
を
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、「
栄
養
」、「
運

動
」
、
「
社
会
参
加
」
の
３
つ
の
要
素
を

欠
け
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　
例
え
ば
毎
日
運
動
し
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
も
、
社
会
参
加
が
な
け
れ
ば
認

知
症
や
う
つ
病
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
し
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
栄
養
を
疎
か
に
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
っ
て
い
な
い

と
、
筋
肉
の
源
と
な
る
栄
養
が
足
り
ず
、

結
果
的
に
腰
痛
・
関
節
痛
・
骨
折
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

❖
地
域
の
集
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
先
ほ
ど
述
べ
た
３
つ
の
要
素
を
生
活

に
取
り
入
れ
る
方
法
と
し
て
、
現
在
33

地
区
の
公
民
館
な
ど
で
立
ち
上
が
っ
て

い
る
地
域
の
集
い
に
参
加
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
集
い
は
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
お
り
、
各
行
政
区
で
取
り
組
み

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域
の
集
い
に
続

け
て
参
加
す
る
こ
と
は
転
倒
や
認
知
症

の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
、
参
加
す
る
頻
度
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
高
齢
者
が
介
護
を
受
け
る
リ
ス

ク
を
抑
え
る
効
果
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
住
ま
い
の
地
区
の
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
集
い
以
外
で
も
地
域

で
の
介
護
予
防
の
機
会
と
し
て
、
介
護

予
防
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
（
送
迎
付
き
の

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
）
や
老
人
会
な
ど

を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

住
ま
い
の
地
区
の
介
護
予
防
活
動
に
つ

い
て
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中

　
平
成
27
年
度
か
ら
町
で
養
成
し
て
い

る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
定
者
は

現
在
２
６
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
も
全
８
回
の
講
座
を
終
え
、

24
人
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
を
認
定

し
ま
し
た
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は

自
分
自
身
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
お
住
ま

い
の
地
区
の
介
護
予
防
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
養
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、
４
月
以
降

に
区
長
推
薦
に
よ
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
参
加
希
望
者
を
募
る

予
定
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
区
長
も
し
く

は
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
町
福

　
祉
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

介護予防 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

甲佐町地域包括支援センターでは、

高齢者の皆さんに健康で元気に過

ごしてもらうためにさまざまなサ

ポートを行っています。地域の集

いに参加してみたい人や介護予防

サポーターに興味のある人は気軽

にお尋ねください。

内村　渓一郎　保健師

介
護
予
防
に
関
心
を
持
っ
た

生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
３月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113
●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

※予定が変更になる場合があります。

３・４月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　３月16日（木）　午前９時

　　４月20日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　３月16日（木）　午前10時

　　４月20日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　４月７日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　３月14日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　４月21日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　３月14日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（水） 身体測定（身長・体重）

３日（金） ブロック遊び

６日（月） 新聞紙遊び

８日（水） 壁面製作

10日（金） シール遊び

13日（月） 絵合わせ遊び（要予約）

15日（水） おやつ作り

17日（金） パズル遊び

20日（月） しゃぼん玉遊び

22日（水） 手型・足型

24日（金） ボール遊び

27日（月） ままごと遊び ( 閉所日 )

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

赤星 八
や ま と

真斗 くん（1歳2カ月）

父・敏成 さん　母・李音 さん

　（中横田区）

　　保育園でいっぱい遊んでご機嫌♡

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
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　今回は、自宅で仰向けになりなが

ら簡単にできる「ヒップリフト」を

ご紹介します。

　このトレーニングは大殿筋（お

尻）が鍛えられることでヒップアッ

プ効果があ

ります。ま

た脊柱起立

筋（背中）

が鍛えられ

ることで姿

勢矯正の効

果が期待で

きます。

■トレーニングの手順

①仰向けになり両膝を曲げ、手は体

の横においてください。

※お尻をキュッと締めて、それ以外

　は力を抜いてリラックスしてくだ

　さい。

②呼吸を意識し、お尻を上に持ち上

げ、数秒間停止してください。

※肩〜膝が一直線となるように、意

　識してください。

③息を吸いながら、ゆっくりと下ろ

してください。

※体の反動を使わないよう意識しま

　しょう。

本田 賢史さん

〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲体勢が悪いと効果が減少します。正し

い姿勢で行いましょう。

「ヒップリフト」

Town Development
こうさのまちづくり（甲佐町まちづくり協議会）

自 宅 で 簡 単 に で き る
お 尻・ 背 中 の 引 き 締 め 運 動！

■
移
住
先
と
し
て
選
ば
れ
る

　

よ
う
上
益
城
５
町
で
協
力

　
町
で
は
、
若
者
や
子
育
て
世

代
の
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
定
住
促
進
助
成
金
や

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
上

益
城
地
域
振
興
局
や
上
益
城
５

町
と
連
携
し
な
が
ら
、
移
住
先

と
し
て
「
選
ば
れ
る
上
益
城
」

と
な
る
よ
う
情
報
発
信
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
県
上
益
城

地
域
振
興
局
が
上
益
城
５
町
と

連
携
し
て
、
地
方
暮
ら
し
に
興

味
が
あ
る
人
や
熊
本
に
関
わ
り

が
あ
る
人
な
ど
に
向
け
て
、
上

益
城
５
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し

た
。

■
上
益
城
地
域
の
移
住
定
住

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作

　
今
年
度
は
、
上
益
城
地
域
の

魅
力
を
さ
ら
に
効
果
的
に
伝
え

る
た
め
、
移
住
定
住
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
い
み
ぐ
る
上
益

城
！
」
を
県
上
益
城
地
域
振
興

局
が
上
益
城
５
町
と
の
協
働
で

制
作
し
ま
し
た
。
「
い
み
ぐ

る
」
と
は
「im

m
ig

ra
te

（
移

住
す
る
）
」
と
い
う
英
語
を

使
っ
た
造
語
で
す
。

　
熊
本
市
内
に
近
く
、
適
度
な

田
舎
暮
ら
し
が
楽
し
め
る

「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」
を

キ
ャ
チ
コ
ピ
ー
に
同
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
は
、
各
町
の
特
徴
や

移
住
に
関
す
る
制
度
の
ほ
か
、

先
輩
移
住
者
が
各
町
の
魅
力
や

暮
ら
し
の
一
部
な
ど
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
県
上
益
城

地
域
振
興
局
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

連
動
し
た
「
い
み
ぐ
る
体
験
動

画
」
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
上
益

城
地
域
振
興
局
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
町
地
域
振
興
課
窓
口

な
ど
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

●お問い合わせ先

　町地域振興課

　TEL 096-234-1154（内線233）

上
益
城
５
町
の
魅
力
を
伝
え
る

移
住
定
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成

▲上益城５町の魅力が詰まった移住定住パンフレッ

ト「いみぐる上益城！」をぜひご覧ください。

パンフレットはこち

らからご覧いただけ

ます▶
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Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【３月】

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細は、町公式ウェブサイトなどをご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
2/26

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

2/27 2/28

 口座振替日
 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

１

 行政区配達 

 （町総務課）

２

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

３

 

４

 卒業式

 （甲佐中学校）

５

 【日曜当番医】

 桃崎整形外科

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

６

 法律・人権・
 行政相談

 （町民センター）

７

 

８

 

９

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 

10

 

11

 

12

 緑川スポーツフェスタ

 （町地域振興課）

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 

13 14

 １歳６か月児健診
 ３歳児健診

 （町総合保健福祉センター）

15

 町申告相談会最終日

 （町税務課）

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

 行政区配達 

 （町総務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

16

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

17

 

18

 甲佐町公民館大会

 （町社会教育課）

19

 【日曜当番医】

 谷田病院

20

 心配ごと相談

 （町民センター）

21

 

 

22

 

23

 卒業式

 （町内小学校）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

24

 町民大学閉講式

 （町社会教育課）

 修了式

 （町内小中学校）

25

 新甲佐町史歴史研修会

 （町社会教育課）

26

 町消防団出初式

 （町総務課）

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

27

 

28

 口座振替日

 （町税務課）

29

 

30

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

31

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

4/1
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

児

童

手

当

の

申

請

は

忘

れ

ず

に

！

　
町
で
は
、
児
童
手
当
を
中
学
校

卒
業
（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初

の
３
月
31
日
）
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
申

請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。
出
生
日
や
転
入
し
た

日
（
異
動
日
）
が
月
末
に
近
い
場

合
、
申
請
日
が
翌
月
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
異
動
日
の
次
の
日
か
ら

数
え
て
15
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
申

請
を
し
た
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
原
則
と
し

て
遅
れ
た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
支
給
月
額

・
０
〜
３
歳
未
満

　
１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
の
第
１

　
子
お
よ
び
第
２
子

　
１
万
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
の
第
３

　
子
以
降

　
１
万
５
０
０
０
円

・
中
学
生

　
１
万
円

※
第
１
子
の
数
え
方
は
、
18
歳
に

　
な
っ
た
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

　
の
子
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

※
児
童
手
当
の
受
給
者
の
所
得
が

　
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
支
給

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
月
額

　
５
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
時
期

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10

月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
受
給
者
お
よ
び
対
象
児
童
の
健

　
康
保
険
証

・
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

・
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
の
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
窓
口
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

　（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

　
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

　
ど
）

▼
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
６
）

飼

い

犬

に

は

狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
回
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
が
実
施
す
る
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
や
動
物
病
院
の
予
防
接
種

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、

狂
犬
病
の
予
防
集
団
注
射
を
毎
年

５
〜
６
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
改
め
て
ご
案

内
し
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い

主
変
更
の
際
は
、
町
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
御
船
保
健
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

・
町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ヤ
ミ
小
作

　
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
農
業
委

員
会
の
許
可
を
受
け
る
よ
う
農
地

法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
農
地
法

第
３
条
の
許
可
の
ほ
か
に
、
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

権
利
設
定
、
農
地
バ
ン
ク
を
利
用

し
た
貸
借
が
必
要
で
す
。
農
地
バ

ン
ク
を
利
用
し
た
貸
借
に
つ
い
て

は
、
県
農
業
公
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
町

農
業
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
（
町
農
政
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　（
内
線
１
５
３
）

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

３月５日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

３月12日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

３月19日 谷 田 病 院 096-234-1248

３月26日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

doctor

町税などの滞納処分（１月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ４件

公 売 回 数 ０件

公 売 件 数 ０件

滞 納 処 分 関 連 収 入 ０円

tax

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式ウェブ

サイトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　  lg.jp/

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　
を
チ
ェ
ッ
ク
！
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里
山
林
の
保
全
や
森
林
資
源
の

利

活

用

を

支

援

　
国
で
は
、
地
域
住
民
、
森
林
所

有
者
な
ど
が
協
力
し
て
実
施
す
る

侵
入
竹
の
伐
採
活
動
な
ど
里
山
林

保
全
、
森
林
資
源
の
利
活
用
な
ど

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
森

林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
に
よ
り
交
付
さ
れ
る

金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
県
山
村
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
地
域
協
議
会
ま
た
は
町
農

政
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
支
援
対
象

・
３
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

　（
森
林
所
有
者
、
法
人
な
ど
）

・
活
動
の
拠
点
と
な
る
森
林
が
町

　
内
に
あ
り
、
面
積
が
１
０
０
０

　
平
方
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と

・
３
年
間
継
続
し
て
事
業
を
実
施

　
す
る
こ
と

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

　

地
域
協
議
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
５
‐
８
６
８
８

・
町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　
（
内
線
１
５
７
）

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ブ
ッ
ク
」
で

Ｃ

Ｏ
２

削

減

を
！

　
県
で
は
、
大
雨
や
猛
暑
日
の
増

加
な
ど
と
い
っ
た
気
候
変
動
の
要

因
と
さ
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
向
け
、
家
庭
で
実
践
し
て

い
た
だ
き
た
い
行
動
や
Ｃ
Ｏ
２

削

減
効
果
を
ま
と
め
た
「
く
ま
も
と

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
み
ん
な

で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
立
県
推
進
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
６
４

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
！

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出

し
や
倒
木
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者

や
自
動
車
な
ど
に
損
害
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
樹
木
所
有
者

の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ

て
い
る
人
は
点
検
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す

る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

１月 年累計

人身事故 １ 1

物損事故 22 22

盗難など ０ ０

１月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （０）

原 野 ９ （１）

そ の 他 12 （２）

合計件数 23 （３）

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

安津橋の東の山裾にこんもり

とした立岩の杜が見えます。神社

に近づいて鳥居から杜を見るとそ

の昔、緑川が二手に分かれて流れ

ていた頃を想像できるような大き

な岩と沼があります。

薄暗い境内には大きな岩の下

に神殿があり、由来を示す掲示板

があります。そこには祭神は水分

大神、岡象女神と記してあります。

本町には町を貫流する緑川沿

いに多くの水神様が祀られていま

すが、立岩神社は緑川第一の水神

と由緒書きにあります。

江戸時代の早川厳島神社の神

官、渡邉玄察（わたなべげんさつ）

は、「立岩森（タテイハモリ）甲

佐川筋此當りに水神頭（スヰジン

カシラ）にて侯前々彼（カノ）大

岩下深淵（シンエン）にて侯ひつ

る由語傅侯たてがみと云所は立岩

になぞらへたてがんと申侯ひつら

んと察侯」と記載。大きい岩を男

岩（高さ約 10 ㍍、横 7・6 ㍍）。

少し小さい岩は女岩（高さ約 7 ㍍、

横 3・9 ㍍）と呼ばれています。

この立岩神社の裏手は県道 152

号稲尾野甲佐線です。切通（きり

とおし）になっていて、昭和 39

年（1964 年）まで熊延鉄道が通っ

ていました。また切通の法面（の

りめん）に新井手用水があります。

文政 7 年（1824 年）に木原寿八

郎の尽力により完成した用水路で

す。

甲佐町の文化財探訪　〜第 114 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「緑川第一の水神、立岩神社」赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 203,030 ▲13,960 690

資 源 ご み 15,880 ▲6,470 ▲2,950

粗 大 ご み 2,970 ▲1,610 ▲300

合 計 221,880 ▲22,040 ▲2,560

※単位・㌔ 

▶
緑
川
第
一
の
水
神
が
祀
ら
れ
て

　
い
る
立
岩
神
社
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Monthly Information

ｒ

募
集

統
計
調
査
員
を
募
集

　
町
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る

各
種
統
計
調
査
に
調
査
員
と
し
て

従
事
す
る
人
（
登
録
調
査
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
統
計
調
査
員

は
、
定
め
ら
れ
た
調
査
期
間
の
中

で
、
１
日
の
う
ち
数
時
間
を
調
査

活
動
に
充
て
る
な
ど
自
分
で
計
画

し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事

で
す
。

　
詳
細
は
、
町
企
画
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

・
町
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

　
の
人

・
調
査
員
と
し
て
の
能
力
を
有
し
、

　
熱
意
を
も
っ
て
調
査
に
当
た
る

　
こ
と
が
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
そ
の
他
、
反
社
会
勢

　
力
に
該
当
し
な
い
人

・
選
挙
関
係
者
や
税
務
、
警
察
に

　
直
接
関
係
の
な
い
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
　（
内
線
２
５
４
）

令

和

５

年

度

各
種
自
衛
官
を
募
集

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
一
般
幹
部
候
補
生
、
一
般
曹

候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
、
予
備

自
衛
官
補
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
一
般
幹
部
候
補
生

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
等
、

28
歳
未
満
の
人
は
修
士
課
程
修
了

者
等
）

●
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

●
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

●
予
備
自
衛
官
補

　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間

●
一
般
幹
部
候
補
生

　
４
月
14
日
（
金
）
ま
で

●
一
般
曹
候
補
生

　
５
月
９
日
（
火
）
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
随
時

●
予
備
自
衛
官
補

　
４
月
６
日
（
木
）
ま
で

▼
試
験
日

●
一
般
幹
部
候
補
生

・
１
次
試
験
：
４
月
22
日
（
土
）

・
２
次
試
験
：
５
月
26
日
（
金
）

　
〜
６
月
１
日
（
木
）

●
一
般
曹
候
補
生

・
１
次
試
験
：
５
月
19
日
（
金
）

　
〜
28
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か

・
２
次
試
験
：
６
月
17
日
（
土
）

　
〜
７
月
２
日
（
日
）
の
い
ず
れ

　
か

●
自
衛
官
候
補
生

　
受
付
時
に
通
知

●
予
備
自
衛
官
補

　
４
月
８
日
（
土
）
〜
23
日

　（
日
）
の
い
ず
れ
か

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツ＆カルチャークラブ」

３月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール

　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室

　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時30分

●ノルディックウォーキングスクール

　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール

　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室

　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月〜金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先

　　町教育委員会社会教育課

　　 TEL096-234-2447（内線325）

少年柔道スクール

参加者の皆さん

柔道って楽しいよ。

こうさの話題
Topics

■町議会議員一般選挙が初の無投票
　２月７日（火）任期満了に伴う甲佐
町議会議員一般選挙が告示されました。
　定数と同じ11人が立候補を届け出て、
無投票で全員の当選が決まりました。
町議選の無投票は、1955年（昭和30
年）の合併で現在の町となって初めて
です。当選者は全員現職で無所属９人、
日本共産党２人、うち女性は２人でし
た。任期は３月１日から４年間です。
　令和４年９月13日（火）に町議会で
議員定数を12人から11人に削減する条
例案が可決されて、初めての選挙でし
た。

■町議会議員一般選挙当選者

●お問い合わせ先　町選挙管理委員会　 TEL096‐234‐1140

▼

甲
佐
絵
画
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
描

　

い
た
過
去
の
作
品
展
の
様
子

当選者名 年齢 政党名

田中　孝義 62 無　所　属

荒田　 博 39 無　所　属

鳴瀬　美善 63 無　所　属

佐野　安春 69 日本共産党

森田　精子 70 無　所　属

福田　謙二 67 無　所　属

井芹しま子 71 日本共産党

宮川　安明 72 無　所　属

甲斐　良二 48 無　所　属

宮本　修治 56 無　所　属

本田　 新 64 無　所　属
（立候補届出順）

20Public Relations KOSA
March 2023



Monthly Information

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
宇
城
募
集
案
内
所

　
TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

参

加

者

を

募

集

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
に
、
第
35
回
熊
本
県
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
熊

本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
３
）

を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
町

福
祉
課
で
配
布
し
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
開
催
日
程
（
予
定
）

　
５
月
10
日
（
水
）
〜
21
日
（
日
）

▼
開
催
場
所

　
県
民
総
合
運
動
公
園
な
ど

▼
参
加
資
格

　
県
内
在
住
者
で
令
和
６
年
４
月

　
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
人

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代

　
の
人
の
オ
ー
プ
ン
参
加
が
可
能

▼
募
集
期
限

　
３
月
31
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿

財
団
　
生
き
が
い
推
進
グ
ル
ー
プ

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　（
内
線
１
４
５
）

ｃ

開
催

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員

養
成
講
座
の
説
明
会
を
開
催

　
生
き
る
力
や
希
望
を
失
い
つ
つ

あ
る
人
に
寄
り
添
う
「
熊
本
い
の

ち
の
電
話
」
で
は
、
安
心
し
て
電

話
相
談
員
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
活
動
や
養
成
講
座
の
内

容
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
募
集
の
説
明

動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳

細
は
、
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務

局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

・
４
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
30

　
分
〜
／
午
後
６
時
30
分
〜

・
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30

　
分
〜

※
説
明
会
は
１
時
間
30
分
程
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。

▼
会
場

　
熊
本
市
民
会
館
会
議
室
（
熊
本

　
市
中
央
区
桜
町
１
）

▼
定
員

　
各
回
20
人
（
要
予
約
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
３
４
３

ｃ

く
ら
し
安
全

ネ

ッ

ト

犯

罪

か

ら

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

ゲ
ー
ム
機
な
ど
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ

り
、
犯
罪
や
い
じ
め
な
ど
の
加

害
・
被
害
双
方
の
当
事
者
と
な
る

子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
、
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
便
利
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
潜
む
危
険
を
知
り
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な

ど
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

　
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

・
名
前
、
顔
写
真
、
学
校
名
な
ど

　
は
書
き
込
ま
な
い

・
友
達
に
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
の
や
り
取
り
を
強
要
し
な
い

・
利
用
す
る
場
所
や
時
間
を
決
め

　
る

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
保
護
者
が
管
理

　
す
る

・
ト
ラ
ブ
ル
の
時
は
、
す
ぐ
保
護

　
者
に
相
談
す
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～３月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL096‐234‐2447

●甲佐絵画クラブ展

　甲佐絵画クラブの会員が描いた油絵、水彩画を
の作品を展示します。ぜひご覧ください。
▶期　間　３月８日（水）～ 22 日（水）
▶主　催　甲佐絵画クラブ

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐応援寄附金

　■お問い合わせ先
　　町地域振興課
　　 TEL  096-234-1154（内線232）

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・梶原　満　様　　三重県
・酒見　圭典様　　福岡県
・竹内　雄太様　　新潟県
・小川　政俊様　　群馬県
・田中　和之様　　神奈川県
・前嶋　恭平様　　千葉県
・芳賀　伸烈様　　愛知県
・友井　聖　様　　大阪府
・宮寺　正美様　　埼玉県
・内山　奈月様　　神奈川県
・関口　武彦様　　東京都
・佐々木喜慶様　　島根県
・斎藤　宏祐様　　福岡県
・藤島　友一様　　菊陽町
・上　俊太郎様　　神奈川県
・一木光太郎様　　福岡県
・長岡　恭子様　　東京都
・梶原　順　様　　神奈川県
・有馬　博文様　　愛知県
・奈良原広典様　　千葉県
・田中　宏明様　　三重県
・清水　逸生様　　山口県
・高城　生　様　　大阪府
・湯浅　建治様　　神奈川県
・鎌田　雄介様　　千葉県
・大賀　寿人様　　福岡県
・松本　礼子様　　岡山県
・小林　伸也様　　三重県
・角田　哲　様　　群馬県
　　　　　　　　　　ほか多数

▶令和４年度寄附金額合計
    12億8531万円（１月31日現在）

「ふるさと甲佐応援寄附金」に
ご協力いただき、ありがとう
ございます。氏名掲載に同意
いただいた寄附者の皆さんを
一部ご紹介します。

▶町公式ウェブサイト
　「ふるさと納税」ページ
　　　https://www.town.kosa.lg.  
　　　jp/q/aview/136/233.html

URL

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

 「うなぎの蒲焼き」
こうさんもん No.09

▶山本建設（株）甲佐養鰻場
　　　  TEL  096-288-2113

▼

甲
佐
絵
画
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
描

　

い
た
過
去
の
作
品
展
の
様
子
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菜の花

 

［
短
歌
］ 

塚
原
暁
益 

選

も
う
二
月
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る
沈ち

ん
ち
ょ
う
げ

丁
花
の
香か

と
早
春
の
風�

緒
方　

明
美

正
月
に
子
孫
ら
家
族
里
帰
り
皆
元
気
で
吾
も
元
気

に�

赤
星　

文
子

最
強
の
寒
波
連
れ
来
る
昨
夜
の
雪
は
日
射
し
の
中

に
キ
ラ
キ
ラ
光
る�

吉
永
由
紀
子

十
年
に
一
度
の
寒
さ
た
え
て
咲
く
さ
ざ
ん
花
の
花

色
深
み
ゆ
く�

内
田
乃
武
子

「
お
は
よ
う
」
と
遺
影
の
夫つ
ま

に
語
り
か
け
私
は
ま

だ
ま
だ
元
気
で
い
る
よ�

池
田　

キ
ヨ
子

川
辺
の
土
手
に
菜
の
花
咲
い
て
い
る
た
し
か
に
春

は
そ
こ
ま
で
来
て
る�
塚
原　

暁
益

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

敵

は

居

ら

ん

が

何

も

無

か�

広
田
み
ど
り

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

地

蔵

万

十

そ

え

る

人

�

下
山　

千
恵

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

子

供

の

時

ァ

皆

無

邪

気

�

志
垣　
　

光

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

も
み
じ
の
手
か
ら
拝
み
馴
れ�

佐
藤　
　

葵

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

マ
イ
ダ
ー
リ
ン
は
こ
ぎ
ゃ
ん
人�

平
井
や
よ
い

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

正

直

者

ン

の

代

名

詞

�

長
原　

産
賀

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

一

つ

願

い

を

呟
つ
ぶ
や

い

て

�

光
永　
　

六

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

話

し

て

安

堵

す

る

女

房

�

井
元
あ
ざ
み

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

ひ

孫

も

連

れ

て

墓

参

り

�

日
高　

美
里

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

に
こ
や
か
笑
顔
邪
気
も
な
し�

上
田　

梅
清

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

足
向
け
て
寝
る
の
は
駄
目
よ�

中
村　

南
幸

ま
ん
ま
ん
さ
ん

　

い
じ
め
ら
れ
て
も
笑
う
と
る�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

弥
生 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　
※
「
ま
ん
ま
ん
さ
ん
」
と
は
甲
佐
の
方
言
で
、
意
味
は

　
　
仏
様
や
正
直
者
な
ど
人
を
疑
わ
な
い
人
。

22Public Relations KOSA
March 2023



　

今
月
は
公
共
交
通
の
特
集
。
自
家

用
車
で
の
移
動
ば
か
り
の
私
も
、
今

回
は
じ
め
て
町
営
バ
ス
に
乗
っ
て
み

ま
し
た
。
路
線
バ
ス
な
ら
で
は
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
や
普
段
と

違
っ
た
景
色
を
車
窓
か
ら
楽
し
む
の

も
良
い
も
の
で
す
ね
。

　

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
取
材
で
は
、

小
学
生
の
半
数
以
上
が
路
線
バ
ス
に

乗
っ
た
こ
と
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
理
由
は
「
バ
ス
の
乗
り
方
が
わ

か
ら
な
い
か
ら
歩
い
て
い
ま
す
」
と

い
う
回
答
が
最
多
で
し
た
。
一
度
体

験
す
る
こ
と
が
バ
ス
利
用
者
増
の
一

番
の
近
道
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

公
共
交
通
が
欠
か
せ
な
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
馴
染
み
が

な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
は

使
わ
な
い
と
い
う
人
も
、
い
ざ
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
困
る
と
き
が
来
る

は
ず
で
す
。
今
回
の
特
集
で
「
た
ま

に
は
バ
ス
に
乗
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
少
し
で
も
増

え
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。（
志
）

ひ と の 動 き （敬称略）

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,919 ▲11

女 5,328 ▲14

計 10,247 ▲25

世帯数 4,423 ▲13

令和５年１月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所　　　氏　名　　 年齢 　世帯主

芝　原　田端　孝英　92　孝　英

豊　内　村上　雄一　36　謙　治

岩　下　西村　祐一　90　悦　子

津志田　田中　澤子　82　晴　信

糸　田　本郷　綱雄　93　テイ子

西寒野　萩　フミ子　94　フミ子

上早川　井藤　晋策　87　孝　子

船　津　仲𠩤　榮子　94　秋　則

岩　下　野中　利光　89　利　光

府　領　児成　時子　97　恵美子

　　　　　　　　　　　ほか７人

１月11日（水）〜２月10日（金）届出

作り方

①ボウルに卵を割り入れ、泡立

て器でよく解き、牛乳を加え

さらに混ぜます。

②①にミックス粉を入れ、さっ

くり混ぜ、ラップをかけ15

分ほど、生地を休ませます。

③ボウルに冷蔵庫で冷やした生

クリームを入れたら砂糖を加

え泡立てます。泡立てすぎる

と分離するので、気を付けま

しょう。

④フライパンを熱したら、薄く

サラダ油を引き、②の生地を

３分の１ずつ焼きましょう。

⑤飾り用のイチゴとスライスし

たイチゴを準備します。

⑥ホットケーキが冷めたら、生

クリームを塗りスライスした

イチゴを並べ2枚目、３枚目

を重ねて同じようにイチゴを

並べたら完成です。

お雛様に簡単イチゴケーキ

ご存じですか？

材　　料

ホットケーキミックス粉　　　
　　　　　……………　  150㌘
卵 M 玉　……………　 　  １個
牛乳　…………………　  100㏄
塩　………………　 ふたつまみ

【デコレーション用】
生クリーム　…………　  200㏄
砂糖　………………　 大さじ２
イチゴ　………  　１/ ２パック
サラダ油　………………　 少々

　　　ビタミン C は風邪予防

や美肌に効果があると言われて

います。実はイチゴをたった５

粒食べるだけで、レモン２・５

個分のビタミンＣが摂取でき

るってご存じですか。

　今回は、「ひなまつり」に親

子で楽しく食べてほしいイチゴ

を使ったケーキをご紹介します。

　「ひなまつり」は中国から伝

わり、平安時代の厄払いの風習

と混ざった形で現在に至ったと

言われています。子どもが健康

で大きく育ちますようにという

願いが込められて祭りになった

のではないでしょうか。

　イチゴケーキを楽しく食べて

風邪を撃退し、お肌ツルツルを

目指しましょう。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所　　　氏　名　 　性別　保護者

豊　内　𠩤口　結
ゆ う な

海　女　　平　

　　　　　　　　　　　ほか５件

今月の婚姻夫婦　１組
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「
若
い
世
代
の
頑
張
り
で
地
域

の
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
す
の
は
甲
佐
町
で
農
業
を
行
う

上
田
晋
也
さ
ん
（
世
持
区
）
。

　

民
間
企
業
に
約
10
年
勤
務
し
た

上
田
さ
ん
が
、
農
業
を
始
め
た
の

は
９
年
前
。
努
力
が
そ
の
ま
ま
自

分
に
返
っ
て
く
る
仕
事
に
挑
戦
し

た
い
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
。

　

上
田
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

甲
佐
支
部
の
青
壮
年
部
で
役
員
な

ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
Ｊ
Ａ
か
み

ま
し
き
栗
部
会
長
と
し
て
２
２
０

人
の
会
員
を
牽
引
す
る
。
若
手
農

家
の
育
成
も
担
い
、
経
験
の
浅
い

就
農
者
に
、
ク
リ
農
園
で
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
。
そ
の

甲
斐
も
あ
っ
て
、
最
近
で
は
ク
リ

栽
培
を
導
入
す
る
若
手
生
産
者
も

増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。
一
方

で
、
急
斜
面
で
の
栽
培
が
主
な
ク

リ
農
園
を
平
坦
地
に
集
約
し
、
作

業
効
率
を
上
げ
る
な
ど
新
た
な
取

り
組
み
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
認
め
ら
れ
、
令
和
4
年
度

熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
で

新
人
賞
を
受
賞
し
た
。

　

肥
料
や
枝
切
り
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
取
り
組

み
に
よ
り
作
ら
れ
る
上
田
さ
ん
の

ク
リ
は
、
安
価
で
高
品
質
、
ブ
ラ

ン
ド
品
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
や
ネ
ッ

ト
販
売
を
通
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
っ
た
県
外
の
フ
ァ
ン
も
少
な
く

な
い
と
い
う
。「
『
大
粒
で
美
味
し

い
』
『
ク
リ
の
シ
ー
ズ
ン
が
楽
し

み
』
と
い
っ
た
言
葉
は
あ
り
が
た

い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

本
町
で
も
耕
作
放
棄
地
の
増
加

が
進
む
な
か
、
上
田
さ
ん
は
３
年

前
に
耕
作
放
棄
地
に
ク
リ
農
園
を

作
り
、
昨
年
か
ら
ク
リ
が
実
り
始

め
た
。「
子
ど
も
の
頃
か
ら
身
近

に
あ
っ
た
田
畑
が
荒
れ
果
て
て
い

く
姿
は
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
美

し
い
田
園
風
景
を
守
る
た
め
に
も

次
の
世
代
に
農
業
を
つ
な
げ
て
い

き
た
い
で
す
。
今
後
は
、
町
内
小

学
生
向
け
の
収
穫
体
験
も
や
っ
て

み
た
い
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
に

農
業
の
楽
し
さ
や
、
食
料
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
一
歩
に
な
れ

ば
」
と
話
す
上
田
さ
ん
は
甲
佐
の

田
畑
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
歩
み
を
進
め
る
。
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こうさ広 報

若

い

力

を

育

成

し

甲

佐

の

農

業

を

未

来

に

つ

な

ぐ

Kosa
Style
こうさ スタイル

うえだ しんや / クリ、米、ア

スパラガス、ゴーヤを生産。令

和４年度熊本県農業コンクール

大会で新人賞を受賞。ＪＡかみ

ましき栗部会長。

上田 晋也さん
Ueda Shinya

〔世持区〕


